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１
．
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
と
地
域
政
策

本
稿
で
は
、
地
域
に
集
積
す
る
企
業
や
研

究
機
関
等
の
連
携
・
技
術
開
発
を
通
し
て
、

内
発
的
な
雇
用
創
出
を
図
ろ
う
と
す
る
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
型
地
域
雇
用
創
出
の
ケ
ー
ス
で

あ
る
神
戸
市
の
試
み
を
紹
介
す
る
。
地
域
の

産
業
集
積（
２
）
の
持
つ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
技
術
革
新
）
促
進
効
果
に
着
目
す
る
の
が
、

「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
タ
ー
論
の
提
唱
者
で
あ
る
マ
イ
ケ

ル
・
Ｅ
・
ポ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば（
３
）、
ク
ラ

ス
タ
ー
（cluster
）
と
は
、「
特
定
の
分
野

に
属
し
、
相
互
に
関
連
し
た
企
業
と
機
関
か

ら
な
る
地
理
的
に
近
接
し
た
集
団
」
と
定
義

さ
れ
、
企
業
や
大
学
、
研
究
機
関
、
金
融
機

関
等
の
相
互
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
技
術
革
新
や
産
業
構
造
の
高
度
化
、
内

発
的
な
雇
用
創
出
が
図
ら
れ
る
。

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

て
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
経
済
産
業
省
の

「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
」
と
文
部
科
学
省

の
「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
政
府
の
新
産
業

創
出
・
科
学
技
術
政
策
と
も
相
俟
っ
て
、
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
（
生
命
科
学
）、
Ｉ
Ｔ
、

環
境
、ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
超
微
細
技
術
）

と
い
っ
た
先
端
四
分
野
に
集
中
し
て
い
る
。

ま
ず
、「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
」（
二
〇
〇

一
年
度
〜
）
で
は
、
各
地
域
に
お
い
て
、
経

営
者
や
技
術
者
、
研
究
者
、
資
金
提
供
者
と

い
っ
た
様
々
な
ク
ラ
ス
タ
ー
構
成
員
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
促
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
苗
床
と
し
た
新
事
業
展
開
や
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
創
出
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
①
全
国
八
カ
所
の
経
済
産
業
局

が
結
節
点
と
な
っ
た
産
学
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
（
企
業
訪
問
、
研
究
会
・
交
流
会
・
セ

ミ
ナ
ー
等
開
催
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
交
流
連
携
促
進
な
ど
）、
②
技
術
開
発
等

の
推
進
（
産
学
官
共
同
研
究
、
新
規
技
術
開

発
へ
の
補
助
金
等
に
よ
る
支
援
）、
③
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
強
化
（
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
施
設
整
備
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
）、
④
商
社
等
の
連
携

に
よ
る
販
路
開
拓
支
援
、
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
九

月
末
時
点
で
、
全
国
一
八
の
計
画
が
進
行
中

で
あ
り
、
地
域
の
中
堅
・
中
小
企
業
約
一
万

七
〇
〇
社
、
約
二
九
〇
校
を
超
え
る
大
学
の

研
究
者
等
が
参
加
し
て
い
る
。

今
ひ
と
つ
が
、「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事

業
」（
二
〇
〇
二
年
度
〜
）
で
あ
る
。
知
的
ク

ラ
ス
タ
ー
で
は
、
地
域
に
お
い
て
独
自
の
技

術
シ
ー
ズ
を
有
す
る
大
学
を
は
じ
め
と
し
た

公
的
研
究
機
関
等
を
核
と
し
、
地
域
内
外
か

ら
企
業
等
も
参
画
し
て
構
成
さ
れ
る
技
術
革

新
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
現
在
、
全

国
一
八
地
域
が
同
事
業
に
選
定
さ
れ
、
①
事

業
実
施
の
司
令
塔
と
な
る
「
知
的
ク
ラ
ス

タ
ー
本
部
」
の
設
置
、
②
専
門
性
を
重
視
し

た
科
学
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
目
利
き
）

の
配
置
や
「
弁
理
士
」
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
活
用
、
③
大
学
の
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
等

に
お
け
る
、
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
、
新

技
術
シ
ー
ズ
を
生
み
出
す
産
学
官
共
同
研
究

の
実
施
、
④
研
究
成
果
の
特
許
化
及
び
育
成

に
か
か
わ
る
研
究
開
発
の
実
施
、
⑤
研
究
成

果
の
発
表
等
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開

催
な
ど
の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
」
で
は

産
学
官
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
、「
知

的
ク
ラ
ス
タ
ー
」
で
は
地
域
の
研
究
開
発
力

の
向
上
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
も
の
の
、

両
者
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

両
省
お
よ
び
地
方
自
治
体
か
ら
な
る
「
地
域

ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
」
や
、
両
省
の
事
業
成

果
の
合
同
報
告
会
な
ど
を
通
じ
て
、
両
計
画

の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
ク
ラ
ス

タ
ー
開
発
政
策
に
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

策
と
同
時
に
、
世
界
水
準
の
新
産
業
創
出
と

い
う
国
家
戦
略
の
側
面
が
看
取
さ
れ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
バ
イ
オ
分
野
の
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
の
詳
細
な
実
証
分
析
を
行
っ
た
長
山

（
二
〇
〇
二
）
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
を
本

来
の
意
図
で
あ
る
地
域
の
内
発
的
な
発
展
に

結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
地
域
特
有
の
既
存

産
業
や
中
小
企
業
へ
の
波
及
効
果
を
促
す
地

クラスター型開発と

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
に
よ
る
地
域
雇
用
創
出

―

神
戸
市
の
事
例
か
ら
（
１
）

神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授　

勇
上
和
史

クラスター型開発と
雇用創出
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域
政
策
が
カ
ギ
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
次
節

で
は
、
バ
イ
オ
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
神
戸
市
の
事
例
を
取

り
あ
げ
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
雇
用
創
出
策
の
実

態
と
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２ 

．
神
戸
市
に
お
け
る
ク
ラ
ス

タ
ー
型
開
発
（
４
）

（
１
）
医
療
産
業
都
市
構
想

神
戸
市
に
お
け
る
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
形

成
の
動
き
は
、
震
災
後
の
産
業
復
興
の
取
り

組
み
に
端
を
発
す
る
。
す
で
に
震
災
直
後
か

ら
、
市
で
は
、
機
械
金
属
等
の
製
造
業
の
集

積
に
加
え
て
、
産
業
面
の
「
新
た
な
柱
」
と

し
て
今
後
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
医
療
健
康

福
祉
産
業
に
着
目
し
て
お
り
、
そ
れ
は
一
九

九
九
年
の
「
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
」
に

結
実
す
る
。
同
構
想
で
は
、京
阪
神
の
大
学
・

研
究
機
関
や
製
薬
産
業
等
の
集
積
と
い
う
関

西
圏
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
、
多
様
な
技
術

シ
ー
ズ
を
持
つ
産
業
集
積
や
交
通
イ
ン
フ
ラ

等
の
神
戸
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
な
が

ら
、
①
次
世
代
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②

医
療
サ
ー
ビ
ス
水
準
と
市
民
福
祉
の
向
上
、

そ
し
て
③
医
療
関
連
産
業
の
集
積
と
既
存
産

業
の
高
度
化
が

目
的
と
さ
れ
た
。

な
お
、
具
体

的
な
研
究
分
野

に
は
、
医
療
機

器
等
の
研
究
開

発
と
医
薬
品
等

の
臨
床
研
究
支

援
（
治
験
）、

再
生
医
療
等
の

臨
床
応
用
が
挙

げ
ら
れ
、
基
礎

研
究
か
ら
臨
床

応
用
、
産
業
化

ま
で
の
一
体
的

な
仕
組
み
作
り

が
目
標
と
さ
れ

た
。
以
後
、
人

工
島
で
あ
る

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド（
第
二
期
）

用
地
を
中
心
に
、

研
究
開
発
・
臨

床
研
究
支
援
や

ビ
ジ
ネ
ス
支

援
・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、

人
材
育
成
支
援

と
い
っ
た
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ク
ラ
ス

タ
ー
に
お
け
る
中
核
施
設
整
備
と
バ
イ
オ
関

連
企
業
の
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
市
の
取
り
組
み
の
特
徴
の
第
一
は
、

構
想
の
策
定
か
ら
具
体
化
に
至
る
ま
で
、
地

域
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
推
進
体
制
が
構
築

さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
ま
ず
、
構
想
の
大

枠
は
、
神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院
院
長
（
当

時
）
の
井
村
裕
夫
氏
を
座
長
と
し
、
京
阪
神

の
大
学
医
学
部
や
地
元
医
師
会
、
商
工
会
議

所
、
県
、
市
な
ど
か
ら
成
る
懇
談
会
に
よ
り

方
向
付
け
ら
れ
た
。
計
画
の
具
体
化
に
あ

た
っ
て
も
、
関
西
圏
の
大
学
・
研
究
機
関
、

企
業
等
の
産
学
官
に
よ
る
「
神
戸
医
療
産
業

都
市
構
想
研
究
会
」（
入
会
企
業
約
三
六
〇

社
）
が
設
置
さ
れ
、
医
療
機
器
の
研
究
・
開

発
や
企
業
誘
致
・
都
市
開
発
と
い
っ
た
テ
ー

マ
別
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る（
５
）。

第
二
の
特
徴
は
、
明
確
な
戦
略
の
存
在
で

あ
る
。
市
で
は
、
構
想
策
定
直
後
の
一
九
九

九
年
度
に
米
国
一
〇
地
域
の
医
療
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
の
現
地
調
査
（「
神
戸
医
療
産
業
集

積
形
成
調
査
」）
を
実
施
し
た
。
調
査
結
果

で
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
共
通
の
成
功
要

因
と
し
て
、
①
産
学
官
、
金
融
機
関
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
等
の
地
域
関
係
者
全
て

の
協
力
体
制
の
構
築
、②
地
元
の
医
療
施
設
・

研
究
施
設
の
育
成
、
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
、③
研
究
活
動
や
輸
送
、通
信
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
高
品
質
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
た
「
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
の
た
め
の

戦
略
」
で
は
、
大
学
・
研
究
機
関
を
中
心
と

し
て
人
材
、
研
究
、
情
報
共
有
が
機
能
す
る

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
の

形
成
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。

図１　全国のクラスタープロジェクト
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資料出所：経済産業省「産業クラスター計画ホームページ」
http://www.cluster.gr.jp/index.html
および文部科学省「知的クラスター創生事業ホームページ」
http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/chiiki/cluster/index.htm
より作成
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（
２
）
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
支
援

地
域
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
始
ま
っ
た

「
医
療
産
業
都
市
構
想
」
は
、
国
の
震
災
復

興
特
定
事
業
（
二
〇
〇
〇
年
〜
）
や
都
市
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
〇
一
年
〜
）、
そ
し
て

文
部
科
学
省
の
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業

（「
関
西
広
域
ク
ラ
ス
タ
ー
」（
神
戸
地
域
・

大
阪
北
部
地
域
）
：
〇
二
年
度
〜
）
に
相
次

い
で
選
定
さ
れ
、
急
速
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
図
２
に
示
す
よ
う
に
、

基
礎
研
究
機
能
を
担
う
理
化
学
研
究
所
の
発

生
・
再
生
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
基
礎

か
ら
臨
床
応
用
ま
で
の
橋
渡
し
を
行
う
先
端

医
療
セ
ン
タ
ー
や
神
戸
臨
床
研
究
情
報
セ
ン

タ
ー
（
Ｔ
Ｒ
Ｉ
）、
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

研
究
成
果
の
産
業
化
を
支
援
す
る
神
戸
バ
イ

オ
メ
デ
ィ
カ
ル
創
造
セ
ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｍ
Ａ
）

や
神
戸
医
療
機
器
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ

Ｄ
Ｅ
Ｃ
）、
そ
し
て
人
材
育
成
機
能
の
一
翼

を
担
う
神
戸
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
・

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
中
核
施
設
の
整

備
が
矢
継
ぎ
早
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

国
の
事
業
を
活
用
し
た
ハ
ー
ド
面
の
整
備

が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
地
域
独
自
の
ソ
フ

ト
面
の
施
策
も
数
多
く
み
ら
れ
る
。
地
元
金

融
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
「
神
戸

バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ァ
ン
ド
」（
〇
一
年
三

月
〜
）
に
よ
る
医
療
産
業
分
野
の
神
戸
進
出

企
業
へ
の
支
援
や
、「
神
戸
ラ
イ
フ
エ
ン
ス
Ｉ

Ｐ
フ
ァ
ン
ド
」（
〇
四
年
六
月
〜
）
に
よ
る
大

学
発
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
設
立
支
援
な
ど
が

代
表
例
で
あ
る（
６
）。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三

年
四
月
に
は
第
一
回
「
構
造
改
革
特
区
」
に

認
定
さ
れ
（「
先
端
医
療
産
業
特
区
」）、
特

区
内
の
研
究
機
関
に
よ
る
外
国
人
研
究
者
の

受
入
促
進
な
ど
、
規
制
緩
和
も
積
極
的
に
活

用
さ
れ
て
い
る（
７
）。

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
支
援

施
策
と
同
時
に
、
神
戸
市
で
は
、
積
極
的
な

企
業
誘
致
を
進
め
て
お
り
、
二
〇
〇
一
年
か

ら
二
〇
〇
六
年
七
月
ま
で
の
中
核
施
設
を
中

心
と
し
た
進
出
企
業
は
八
九
社
（
う
ち
外
資

系
一
二
社
）、
雇
用
者
数
は
約
一
七
〇
〇
人

に
上
る
。
な
お
、
誘
致
対
象
が
医
療
分
野
の

製
造
業
中
心
か
ら
、
後
に
「
健
康
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
幅
広
い
産
業
に
拡
大
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
進
出
企
業
の
業
種
は
、
創
薬

や
医
療
機
器
研
究
開
発
か
ら
、
医
療
食
品
製

造
や
医
療
機
関
向
け
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
企

業
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

都
市
間
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
企
業
誘
致

に
際
し
て
は
、
賃
貸
料
の
補
助
や
固
定
資
産

税
の
減
免
措
置
（
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
ゾ
ー

ン
条
例
）、
定
期
・
普
通
借
地
制
度
の
創
設

や
賃
貸
料
の
傾
斜
減
額
な
ど
、
各
種
の
優
遇

装
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

神
戸
市
で
は
、
今
後
も
優
遇
策
を
競
う
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
ク
ラ
ス
タ
ー
の
中
核
機

能
を
売
り
に
し
た
企
業
誘
致
を
展
開
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
３
）
内
発
的
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

神
戸
市
の
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
試

み
は
、
関
西
圏
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し

な
が
ら
も
、
実
質
は
ゼ
ロ
か
ら
の
取
り
組
み

で
あ
っ
た
。
自
ず
と
こ
れ
ま
で
の
医
療
・
健

康
産
業
の
集
積
は
域
外
か
ら
の
企
業
誘
致
に

よ
る
外
発
的
な
雇
用
創
出
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
集
積
内
の
様
々
な
主
体
の

相
互
関
係
を
重
視
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
考
え

方
、
お
よ
び
域
内
全
体
の
活
性
化
を
図
る
地

域
政
策
の
観
点
か
ら
は
、
地
域
の
内
発
的
な

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
が
肝
要
と
な
る
。

神
戸
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
は
「
神
戸

医
療
産
業
都
市
構
想
」
に
お
け
る
「
既
存
産

業
の
高
度
化
」
と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
て

お
り
、
構
想
策
定
直
後
か
ら
、
進
出
産
業
と

地
域
の
既
存
企
業
と
を
結
び
つ
け
る
試
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

取
り
組
み
の
端
緒
は
、
地
元
中
小
機
械
金

属
製
造
業
か
ら
構
成
さ
れ
る
神
戸
市
機
械
金

属
工
業
会
（
会
員
企
業
三
一
〇
社
：
二
〇
〇

六
年
七
月
末
現
在
）
が
、
一
九
九
九
年
一
一

月
、
会
員
有
志
三
二
社
（
七
〇
社
：
二
〇
〇

六
年
七
月
末
現
在
）
で
「
医
療
用
機
器
開
発

研
究
会
」
を
設
立
し
た
こ
と
に
よ
る
。「
研

究
会
」
で
は
、
①
特
定
テ
ー
マ
（
薬
事
法
、

特
許
等
）
の
研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
通

じ
た
会
員
企
業
の
資
質
向
上
、
②
医
療
用
機

器
等
の
開
発
研
究
、
そ
し
て
③
国
内
外
の
大

学
・
外
部
団
体
と
の
交
流
を
通
じ
た
広
報
・

情
報
収
集
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
と
り

わ
け
医
療
用
機
器
開
発
を
巡
っ
て
は
、
製
品

分
野
に
応
じ
て
、
医
療
用
機
器
委
員
会
、
介

護
・
健
康
機
器
委
員
会
、
周
辺
機
器
委
員
会

図２　クラスターの中核機能設備

資料出所：神戸市産業振興局「神戸医療産業都市構想」説明資料（06.7）より筆者作成
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が
そ
れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ
、
市
の
医
療
補
助
金

等
を
活
用
し
な
が
ら
製
品
開
発
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
ま
た
、
製
品
開
発
と
併
せ
て
、
〇

三
年
六
月
に
は
、「
研
究
会
」
参
加
者
を
中
心

と
す
る
四
〇
企
業
・
個
人
の
共
同
出
資
に
よ

り
神
戸
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
ク
ス
（
株
）
が
設
立

さ
れ
た
。
同
社
は
「
研
究
会
」
と
連
携
し
つ

つ
、
医
療
機
器
開
発
に
係
る
共
同
受
注
や
販

売
業
務
を
担
う
と
と
も
に
、
開
発
製
品
の
薬

事
申
請
等
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
業
務
や
特
許

出
願
や
展
示
会
へ
の
出
展
な
ど
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
業
務
も
実
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
医
療
分
野
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
進
出

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、
市
や
県
、
地
元
企

業
が
出
資
し
て
設
立
し
た
先
端
医
療
振
興
財

団
に
お
け
る
「
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
セ
ン

タ
ー
」（
〇
五
年
度
〜
）で
あ
る
。同
セ
ン
タ
ー

で
は
、
企
画
段
階
（
医
療
機
器
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ザ
で
の
相
談
・
専
門
家
等
の
紹
介
）
か
ら
、

試
作
品
開
発
（
神
戸
医
療
都
市
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
事
業
化
推
進
補
助
等
に
よ
る
開
発
費
補

助
）、
製
品
化
の
た
め
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
（
中
小
企
業
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
の
相
談
）、

そ
し
て
最
終
的
な
事
業
化
支
援
（
知
的
財
産

調
査
、
市
場
調
査
、
薬
事
申
請
支
援
等
）
ま

で
、
一
貫
し
た
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
今
後
の
動
き
と
し
て
興
味
深
い

の
は
、
地
域
の
産
学
連
携
に
よ
り
新
分
野
に

進
出
す
る
人
材
の
育
成
が
意
識
さ
れ
始
め
た

点
で
あ
る
。「
医
療
機
器
開
発
中
核
人
材
育

成
事
業
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
事
業
で
は
、

〇
五
年
度
か
ら
二
年
間
か
け
て
、
市
内
の
大

学
・
研
究
機
関
や
機
械
金
属
工
業
会
等
を
含

め
た
民
間
企
業
が
連
携
し
て
、
医
療
福
祉
機

器
の
開
発
・
製
造
に
必
要
な
知
識
や
技
術
、

技
能
を
習
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
は
、
神
戸
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
で
「
医
工
連
携
コ
ー
ス
」

が
、
兵
庫
技
術
研
修
大
学
校
で
「
医
療
機
器

開
発
コ
ー
ス
（
仮
称
）」
が
開
講
さ
れ
、
地

元
の
中
小
・
中
堅
企
業
の
人
材
育
成
が
始
め

ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
、
新
た
な
産
業
集
積
に
既
存
企
業
を

も
巻
き
込
ん
で
内
発
的
発
展
を
図
ろ
う
と
す

る
神
戸
市
の
試
み
は
、
機
械
金
属
関
連
を
中

心
と
し
た
地
元
中
小
企
業
の
医
療
分
野
へ
の

進
出
事
例
に
、
そ
の
成
果
が
現
れ
始
め
て
い

る
。
今
後
は
、
医
療
機
器
の
量
産
体
制
構
築

や
路
拡
大
、
そ
し
て
人
材
育
成
と
い
っ
た
量

的
・
質
的
な
波
及
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
、

「
地
域
産
業
の
高
度
化
」
を
も
包
摂
す
る
ク

ラ
ス
タ
ー
開
発
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

３
．
お
わ
り
に

近
年
に
お
け
る
自
治
体
に
よ
る
雇
用
創
出

類
型
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
日
本
に
お

け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
と
自
治
体
の
取
り
組

み
事
例
を
概
観
し
た
。「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

計
画
」
や
「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」

と
い
っ
た
現
在
進
行
中
の
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策

に
は
、
新
産
業
の
重
点
育
成
と
い
う
国
レ
ベ

ル
の
産
業
・
科
学
技
術
政
策
が
色
濃
く
反
映

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
、
研
究

機
関
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
の
中
核
機

能
な
ら
び
に
関
連
企
業
を
域
外
か
ら
誘
致
す

る
と
い
う
、
外
発
的
な
雇
用
創
出
の
側
面
も

認
め
ら
れ
る
。

ク
ラ
ス
タ
ー
型
雇
用
開
発
の
本
来
の
姿
で

あ
る
内
発
的
な
雇
用
創
出
に
つ
い
て
は
、
実

現
ま
で
に
や
や
時
間
を
要
す
る
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
際
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、

地
域
に
お
け
る
様
々
な
主
体
の
連
携
で
あ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
現
在
の
ク
ラ
ス
タ
ー

政
策
で
は
、
地
域
の
研
究
機
関
を
核
と
し
た

産
学
官
連
携
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。
事
例
と

し
て
と
り
あ
げ
た
神
戸
市
の
ケ
ー
ス
で
も
、

ク
ラ
ス
タ
ー
開
発
の
計
画
策
定
や
具
現
化
に

至
る
ま
で
、
地
域
の
産
学
官
か
ら
成
る
懇
談

会
や
研
究
会
の
一
貫
し
た
参
画
が
み
ら
れ
た
。

と
り
わ
け
、
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
の
域
内
連

携
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
重
要

な
点
は
、
地
域
の
既
存
企
業
へ
の
波
及
効
果

を
高
め
る
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
。
新
旧
の
産

業
集
積
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
神
戸
市
の

試
み
は
、
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る

と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
様
々
な
主
体
の
相
互

交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
ク
ラ
ス

タ
ー
の
考
え
方
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
ハ

イ
テ
ク
産
業
に
の
み
適
用
さ
れ
る
概
念
で
は

な
い
。
山
崎
（
二
〇
〇
五
）
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
製
造
業
の
集
積
水
準
が
低
い
地
域
で

は
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
な
ど
、
地
域
の

強
み
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
開
発
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔
注
〕

１
．
本
稿
は
、
勇
上
（
二
〇
〇
八
）
に
基
づ
い
て
い
る
。

２ 

．
伊
丹
・
松
島
・
橘
川
（
一
九
九
八
）
に
よ
れ
ば
、
産

業
集
積
と
は
、「
一
つ
の
比
較
的
狭
い
地
域
に
相
互
に
関

連
の
深
い
多
く
の
企
業
が
集
積
し
て
い
る
状
態
」
と
定

義
さ
れ
る
。
産
業
集
積
の
概
念
と
機
能
に
つ
い
て
は
、

清
成
・
橋
本
（
一
九
九
七
）、
お
よ
び
伊
丹
・
松
島
・

橘
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

３
．P

orter 

（1999

）

４ 
．
本
節
の
記
述
は
、
神
戸
市
産
業
振
興
局
に
対
す
る
二

回
（
二
〇
〇
四
年
八
月
二
五
日
（
水
）
お
よ
び
二
〇
〇

六
年
七
月
一
四
日
（
金
））
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
基

づ
く
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
協
力
者
の
方
々
に
記
し
て
謝
意
を

表
し
た
い
。

５ 

．
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
、
映
像
医
学
セ
ン
タ
ー

Ｗ
Ｇ
（
医
療
機
器
の
研
究
・
開
発
）、
臨
床
研
究
支
援

セ
ン
タ
ー
Ｗ
Ｇ
（
地
域
医
療
機
関
と
連
携
し
た
治
験
体

制
検
討
）、
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
Ｗ
Ｇ
（
企
業
誘
致
・

都
市
開
発
）、
再
生
医
学
Ｗ
Ｇ
（
再
生
医
療
等
の
臨
床

応
用
）、健
康
づ
く
り
支
援
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
（
市

民
の
健
康
増
進
と
健
康
関
連
産
業
の
創
出
）
な
ど
が
あ

る
。

６ 

．
〇
六
年
七
月
現
在
の
投
資
実
績
は
、
前
者
が
延
べ
七

四
社
、
後
者
は
三
社
と
な
っ
て
い
る
。

７ 

．
〇
五
年
八
月
末
ま
で
の
特
例
措
置
の
利
用
実
績
は
、

①
在
留
期
間
の
五
年
へ
の
延
長
措
置
が
二
四
件
、
②
入

国
・
在
留
審
査
等
の
手
続
き
の
優
先
処
理
が
四
五
件
と

な
っ
て
い
る
。
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に
お
け
る
雇
用
創
出
の
研
究
』、
第
６
章
、

労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
１
０
２
。

P
orter, E

. M
ichael

（1999

）O
n C
om
petition, 

H
arvard U

niversity B
usiness S

chool P
ress,

（
竹

内
弘
高
訳
『
競
争
戦
略
論
Ⅰ
・
Ⅱ
』、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

一
九
九
九
）

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

ゆ
う
が
み
・
か
ず
ふ
み
／
神
戸
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
准
教
授
。

　

労
働
政
策
研
究
・
研
究
機
構
研
究
員
を
経

て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。
主
な
論
文
に
、

「
都
道
府
県
デ
ー
タ
を
用
い
た
地
域
労
働
市

場
の
分
析―

失
業
・
無
業
の
地
域
間
格
差
に

関
す
る
考
察
」、『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
№ 

５
３
９
、
二
〇
〇
五
年
な
ど
。
労
働
経
済
学

専
攻
。
博
士
（
経
済
学
）（
大
阪
大
学
）。
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１
．
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に

お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
を
雇
用
創
出
の

側
面
か
ら
注
目
し
つ
つ
調
査
・
分
析
す
る
も

の
で
あ
る
。
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
と
は
、

京
都
・
大
阪
・
奈
良
の
三
府
県
八
市
町
（
京

都
府
の
京
田
辺
市
、
木
津
川
市
、
精
華
町
、

大
阪
府
の
枚
方
市
、
四
条
畷
市
、
交
野
市
、

奈
良
県
の
奈
良
市
、
生
駒
市
）
に
ま
た
が
る

エ
リ
ア
（
地
図
）
に
お
い
て
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
学
研
都
市
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー

型
の
開
発
手
法
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。

学
研
都
市
の
建
設
は
、
一
九
七
八
年
の
関

西
学
術
研
究
都
市
調
査
懇
談
会
（
奥
田
懇
談

会
）
に
よ
り
提
唱
さ
れ
、
一
九
八
七
年
の
関

西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
促
進
法
の
施
行

に
よ
り
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
開
始
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
当
初
は
、「
文
化
学
術

研
究
施
設
」
や
「
文
化
学
術
交
流
施
設
」
の

集
積
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
に
お
い
て

は
生
産
施
設
等
の
立
地
も
認
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
な
っ

て
推
進
し
て
き
た
の
は
、
初
期
段
階
に
お
い

て
は
河
野
卓
男
氏
、
そ
れ
以
降
に
お
い
て
は

財
団
法
人
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機

構 

（
以
下
で
は
推
進
機
構
と
呼
ぶ
）
と
い
え

る
。
後
に
詳
し
く
説
明
す
る
よ
う
に
、
河
野

氏
は
数
多
く
の
人
脈
を
利
用
し
つ
つ
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
研
都
市
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
で

押
し
上
げ
た
人
物
で
あ
る
。

一
方
、
推
進
機
構
は
、
河
野

氏
の
役
割
を
継
承
す
る
形
で

地
元
経
済
団
体
や
国
・
府
県

な
ど
と
連
携
し
つ
つ
学
研
都

市
の
建
設
に
尽
力
し
て
い
る
。

表
１
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。
こ
こ
に
は
、『
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
』（
総
務
省
統

計
局
）
の
デ
ー
タ
を
利
用
し

て
作
成
さ
れ
た
、
二
〇
〇
一

年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け

て
の
市
町
村
別
従
業
員
数
成

長
率
順
位
が
五
〇
位
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
学
研
都
市
の
一
員
で
あ
る

精
華
町
に
お
け
る
成
長
率
は
三
一
・
二
七

三
％
で
あ
り
、
全
市
町
村
中
一
一
位
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
わ
が
国
全
体
で
見
た
成
長

率
が
マ
イ
ナ
ス
二
・
二
七
八
％
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
こ
の
数
値
が
い
か
に
良
好
な
も
の

で
あ
る
か
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、
同
じ

く
学
研
都
市
に
属
す
る
木
津
町（
２
）
と
生
駒

市
の
成
長
率
も
、そ
れ
ぞ
れ
一
二
・
二
八
七
％

（
四
五
位
）、
一
二
・
一
〇
六
％
（
四
七
位
）

と
か
な
り
良
好
な
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
ま

た
、
ベ
ス
ト
五
〇
位
以
内
に
は
登
場
し
て
い

な
く
と
も
、
学
研
都
市
に
属
す
る
自
治
体
に

は
雇
用
創
出
状
況
が
良
好
な
と
こ
ろ
が
多
い
。

奈
良
市
、
京
田
辺
市
そ
れ
に
枚
方
市
の
成
長

率
は
そ
れ
ぞ
れ
三
・
七
九
一
％
（
二
一
九
位
）、

三
・
四
四
一
％
（
二
三
二
位
）、三
・
二
四
〇
％

（
二
四
五
位
）
で
あ
り
、
全
国
値
を
五
％
以

上
上
回
っ
て
い
る
。

以
上
か
ら
は
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

に
属
す
る
自
治
体
の
多
く
で
か
な
り
良
好
な

雇
用
創
出
が
共
通
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
以

下
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
自
治
体
に
お
け
る
高
い
従
業
員
数
成
長
率

は
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

理
由
に
よ
り
、
本
研
究
は
、
関
西
文
化
学
術

研
究
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
注
目
す
る
。

さ
て
、
上
で
述
べ
た
よ
う
に
学
研
都
市
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
な
っ
て
推
し
進
め
て

き
た
の
は
初
期
段
階
に
お
い
て
は
河
野
氏
、

そ
れ
以
降
に
お
い
て
は
推
進
機
構
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
本
研
究
で
は
、
文
献
調
査
や
推
進

機
構
な
ど
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
そ
れ

に
関
連
し
た
雇
用
創
出
が
い
か
よ
う
に
行
わ

れ
て
き
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る

（
３
）。

２ 

．
学
術
研
究
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
雇
用
創
出

こ
こ
で
は
、
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
移
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
目
的
に
接
近

し
た
い
。
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
先

に
触
れ
た
よ
う
に
一
九
八
七
年
の
関
西
文
化

学
術
研
究
都
市
建
設
促
進
法
の
施
行
に
よ
り

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
本
格
的
に
開

始
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
ま
で

に
は
い
く
つ
も
の
課
題
を
克
服
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
同
法
の
施

行
ま
で
と
そ
れ
以
降
に
分
け
て
議
論
を
行
い

た
い
。
そ
し
て
、
最
後
に
こ
れ
ら
の
議
論
を

踏
ま
え
た
上
で
、
明
ら
か
と
な
っ
た
点
を
整

理
し
た
い
。

（
１
）　

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
促
進

法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で

本
項
で
は
、
岡
本
編
（
一
九
九
四
）
を
主

た
る
資
料
と
し
て
議
論
を
展
開
す
る
。
学
研

都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
家
的
な
も
の
と
な

る
以
前
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち

上
げ
に
尽
力
し
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
存
在
す

る
。
京
都
大
学
法
学
部
出
身
で
、
株
式
会
社

ム
ー
ン
バ
ッ
ト
社
長
、
日
本
洋
傘
振
興
協
議

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
お
け
る

ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
と
雇
用
創
出
（
１
）

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
研
究
員　

大
谷　

剛
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会
会
長
さ
ら
に
は
京
都
経
済
同
友
会
代
表
幹

事
な
ど
を
歴
任
し
た
河
野
卓
男
氏
で
あ
る
。

彼
は
、
友
人
で
あ
り
当
時
第
一
九
代
京
都
大

学
総
長
で
あ
っ
た
岡
本
義
雄
氏
を
通
じ
、
第

一
七
代
京
都
大
学
総
長
奥
田
東
氏
と
知
り
合

い
、
奥
田
氏
を
先
頭
に
立
て
つ
つ
経
済
界
、

学
界
、
さ
ら
に
は
政
界
や
行
政
に
働
き
か
け

る
こ
と
に
よ
り
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
で
押
し
上
げ
て

い
っ
た
人
物
で
あ
る
。

一
九
七
六
年
、
奥
田
氏
は
留
学
生
受
け
入

れ
の
た
め
の
大
規
模
な
研
究
農
場
用
地
に
つ

い
て
、
河
野
氏
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
。
河

野
氏
は
当
時
、
京
都
経
済
同
友
会
で
地
域
開

発
委
員
会
を
担
当
し
て
お
り
、
京
都
府
南
部

エ
リ
ア
を
新
た
な
経
済
活
動
拠
点
に
す
べ
き

と
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
、

奥
田
氏
に
同
エ
リ
ア
に
研
究
農
場
も
含
め
た

学
研
都
市
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案

を
し
た
。
こ
の
提
案
に
奥
田
氏
は
全
面
的
に

賛
成
す
る
と
と
も
に
、
中
心
と
な
っ
て
学
研

都
市
構
想
を
作
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

構
想
で
は
、
産
学
官
共
同
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
研
究
開
発
活

動
を
通
じ
た
関
西
経
済
の
復
興
や
中
小
企
業

の
再
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
テ
ー
マ
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

構
想
を
実
現
す
べ
く
、
河
野
氏
は
関
西
経

済
界
、
特
に
関
西
経
済
連
合
会
（
以
下
で
は

関
経
連
と
呼
ぶ
）
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

彼
は
、
大
事
業
た
る
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
京
都
経
済
界

の
み
な
ら
ず
大
阪
を
中
心
と
し
た
関
西
経
済

界
全
体
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
奥
田
氏
は
近

畿
主
要
大
学
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
ま

た
河
野
氏
は
、
奥
田
氏
と
関
経
連
会
長
の
会

見
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
経
済
界
の
賛

意
を
取
り
付
け
た
り
、
近
畿
出
身
の
国
会
議

員
を
通
じ
た
三
府
県
知
事
な
ど
に
対
す
る
学

研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
了
解
工
作
を
行
っ
た

り
、
国
の
理
解
を
得
る
べ
く
有
力
国
会
議
員

に
も
援
助
を
依
頼
し
た
り
し
た
と
い
う
。
要

す
る
に
、
経
済
界
、
学
界
そ
れ
に
行
政
へ
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
脈
を
駆
使
し
つ
つ
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
構
想
の
実
現
を
働

き
か
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
努
力
の
結
果
、
学
研
都
市
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
七
八
年
の
関
西
文
化
学

術
研
究
都
市
調
査
懇
談
会
（
奥
田
懇
談
会
）

に
お
い
て
正
式
に
提
唱
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
懇
談
会
は
、
学
識
経
験
者
が
国
の
関
係

機
関
、
地
方
公
共
団
体
な
ら
び
に
経
済
団
体

な
ど
の
助
言
を
受
け
つ
つ
提
言
を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
の
提
言
を
契
機
と
し
て
、
国
や
府
は

行
動
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
七
九

年
、
国
土
庁
（
当
時
）
は
近
畿
圏
に
お
け
る

「
学
術
研
究
都
市
建
設
構
想
策
定
の
た
め
の

調
査
」
を
開
始
し
、
一
九
八
二
年
に
は
、
調

査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
京
都
府
の
み
な
ら
ず

大
阪
府
お
よ
び
奈
良
県
を
も
対
象
エ
リ
ア
と

し
て
想
定
し
た
「
京
阪
奈
丘
陵
に
お
け
る
学

術
研
究
都
市
の
基
本
構
想
」
を
公
表
す
る
に

至
る
。
ま
た
京
都
府
は
、一
九
八
一
年
に「
文

化
学
術
研
究
都
市
建
設
基
本
構
想
案
」
を
作

成
し
て
い
る
。

国
土
庁
構
想
を
受
け
て
、
大
阪
府
お
よ
び

奈
良
県
を
も
取
り
込
ん
だ
か
た
ち
で
、
関
西

文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
協
議
会
が
結
成
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
協
議
会
は
、
関
経

連
会
長
、
三
府
県
知
事
そ
れ
に
学
識
経
験
者

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
三
府
県
と
し
て
の
産
学
官
体
制
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
立
地
施
設
に
係

る
事
項
や
国
へ
の
要
請
支
援
な
ど
に
つ
い
て

の
統
一
的
な
取
り
組
み
が
大
き
く
推
進
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
八
六
年
に
は
、
推
進
機
構
が
設
立
さ

表１　市町村別従業員数成長率順位（2001-2006）

順位 県 市町村 従業員数（2006）従業員数（2001）従業員数成長率
1 熊本 菊陽町 13,610 8,850 53.785% 
2 熊本 嘉島町 6,585 4,399 49.693% 
3 宮城 富谷町 11,528 8,203 40.534% 
4 千葉 印西市 21,231 15,510 36.886% 
5 佐賀 東与賀町 2,002 1,484 34.906% 
6 沖縄 宜野座村 2,069 1,546 33.829% 
7 沖縄 竹富町 2,304 1,722 33.798% 
8 千葉 芝山町 7,706 5,811 32.611% 
9 福岡 宮若市 17,542 13,264 32.253% 
10 和歌山 岩出市 12,977 9,881 31.333% 
11 京都 精華町 8,748 6,664 31.273% 
12 愛知 常滑市 28,966 22,250 30.184% 
13 栃木 芳賀町 21,719 16,837 28.996% 
14 滋賀 竜王町 9,903 7,862 25.960% 
15 北海道 小清水町 2,411 1,970 22.386% 
16 岩手 金ケ崎町 11,022 9,025 22.127% 
17 北海道 京極町 2,011 1,682 19.560% 
18 奈良 明日香村 1,918 1,619 18.468% 
19 東京 利島村 228 193 18.135% 
20 三重 亀山市 24,492 20,741 18.085% 
21 沖縄 渡名喜村 116 99 17.172% 
22 埼玉 和光市 27,239 23,357 16.620% 
23 群馬 吉岡町 5,804 4,977 16.616% 
24 北海道 神恵内村 428 368 16.304% 
25 岐阜 本巣市 16,919 14,563 16.178% 
26 埼玉 滑川町 7,845 6,776 15.776% 
27 愛知 東浦町 15,895 13,733 15.743% 
28 福岡 粕屋町 18,606 16,081 15.702% 
29 沖縄 豊見城市 16,058 13,886 15.642% 
30 北海道 東神楽町 3,288 2,848 15.449% 
31 佐賀 鳥栖市 37,827 32,789 15.365% 
32 熊本 益城町 14,394 12,516 15.005% 
33 愛知 日進市 28,842 25,096 14.927% 
34 山梨 忍野村 6,219 5,430 14.530% 
35 愛知 田原市 32,915 28,974 13.602% 
36 愛知 刈谷市 102,178 90,023 13.502% 
37 奈良 川西町 4,127 3,637 13.473% 
38 岡山 奈義町 3,146 2,773 13.451% 
39 広島 坂町 7,932 7,010 13.153% 
40 奈良 香芝市 17,008 15,060 12.935% 
41 沖縄 読谷村 7,878 6,987 12.752% 
42 群馬 昭和村 1,882 1,672 12.560% 
43 岐阜 可児市 44,821 39,839 12.505% 
44 滋賀 甲良町 3,154 2,805 12.442% 
45 京都 木津町 8,846 7,878 12.287% 
46 奈良 三郷町 4,338 3,866 12.209% 
47 奈良 生駒市 26,087 23,270 12.106% 
48 福島 葛尾村 408 364 12.088% 
49 沖縄 石垣市 19,896 17,765 11.995% 
50 鹿児島 十島村 179 160 11.875% 
全国値  -2. 278% 

注）関西文化学術研究都市に属する自治体には、網掛けがなされている。
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れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
河
野
氏

が
果
た
し
て
き
た
役
割
、
特
に
関
係
組
織
間

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
は
、

同
機
構
に
委
ね
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

推
進
機
構
の
会
長
と
理
事
長
に
は
関
経
連
の

会
長
と
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
が
、

こ
こ
に
は
、
地
元
経
済
団
体
た
る
関
経
連
の

者
を
中
心
に
据
え
れ
ば
行
政
の
垣
根
を
越
え

た
活
動
が
行
い
や
す
い
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

行
政
の
垣
根
を
越
え
た
活
動
が
で
き
れ
ば
、

関
西
を
一
つ
に
ま
と
め
、
共
通
し
た
目
標
、

す
な
わ
ち
、
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
関
西
全
体
の
復
興
・
発
展
に
資
す
る
な

ど
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る
と

い
う
狙
い
も
あ
っ
た
。学
研
都
市
は
三
府
県
・

八
市
町
に
ま
た
が
る
た
め
に
、
こ
の
点
は
重

要
と
い
え
る
。
以
降
に
お
い
て
も
、
推
進
機

構
の
会
長
と
理
事
長
に
は
関
経
連
の
会
長
と

副
会
長
が
就
任
し
て
い
る
。

な
お
、
関
経
連
の
貢
献
は
こ
れ
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
。
例
え
ば
、
現
在
の
推
進
機
構
職

員
一
九
人
中
一
〇
人
は
、
関
経
連
の
要
請
に

よ
り
民
間
企
業
か
ら
出
向
し
て
き
て
い
る
者

で
あ
る（
４
）。
こ
の
よ
う
な
人
的
援
助
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
推
進
機
構
は
優
秀
な
人

材
を
確
保
で
き
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

出
向
者
の
人
件
費
は
出
向
元
が
支
払
っ
て
い

る
た
め
に
、
こ
の
種
の
援
助
に
は
金
銭
的
援

助
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
関
経
連
は
他
の
金

銭
的
援
助
に
よ
っ
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢

献
し
て
い
る
。

一
九
八
七
年
、
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
促
進
法

の
施
行
に
よ
り
つ
い
に
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同
法

で
は
、
国
の
役
割
と
し
て
、
学
研
都
市
建
設

の
た
め
の
資
金
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
学
研
都
市
建
設
に
必
要
な
税
制

上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
研

都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
き
な
財
源
を
確
保

し
、
そ
の
実
施
を
可
能
た
ら
し
め
た
と
い
え

る
。
別
の
見
方
を
す
る
と
、
国
な
ど
の
財
政

支
援
な
く
し
て
壮
大
な
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発

を
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。
な
お
同
法
で
は
、「
文
化
学
術

研
究
施
設
」
や
「
文
化
学
術
交
流
施
設
」
の

集
積
を
図
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
そ
も
そ
も
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

研
究
活
動
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
反
映
さ

れ
た
も
の
と
い
え
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
は
関
西
文
化
学
術
研
究

都
市
建
設
促
進
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
動

き
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
河

野
氏
の
活
躍
に
よ
り
、
産
学
官
が
効
率
的
な

分
業
・
協
働
を
行
う
こ
と
に
よ
り
学
研
都
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
へ
と
大
き

く
前
進
さ
せ
、
さ
ら
に
は
国
家
的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま
で
押
し
上
げ

て
い
っ
た
様
が
見
て
取
れ
る
。
ま

た
、
以
下
の
点
も
看
取
で
き
る
。

つ
ま
り
、
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
地
元
経
済
界
や
学
界
な
ど

の
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
か
ら
発

案
さ
れ
、
そ
れ
を
国
が
援
助
す
る

形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
あ
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

「
地
元
か
つ
民
間
主
導
」
の
国
家

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
あ
る

（
５
）。
以
下
で
見
る
よ
う
に
、「
地

元
か
つ
民
間
主
導
」
と
い
う
特
徴

は
現
在
に
至
る
ま
で
保
た
れ
て
い

る
。

（
２
）　

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
促
進

法
施
行
後（
６
）

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
て
以
降
、
学

研
都
市
に
お
け
る
都
市
建
設
は
本
格
的
に
進

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同
時
に
、
企
業
誘

致
活
動
も
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
学
研
都
市
に
お
い
て
集
積
が
目
指

さ
れ
る
学
術
・
研
究
に
係
る
施
設
は
、
も
と

も
と
学
研
都
市
内
に
存
在
す
る
類
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
た
め
、
必
然
的
に
誘
致
活
動
が

必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

誘
致
活
動
の
成
果
は
、
図
１
に
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
、
一
九
八
六
年
度
以
前
か

ら
二
〇
〇
七
年
度
に
お
け
る
学
研
都
市
内
立

地
企
業
数
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
平

成
不
況
期
を
除
く
と
、
立
地
企
業
数
は
一
貫

し
た
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で

は
、
こ
れ
ら
企
業
で
働
く
者
の
数
は
ど
れ
く

ら
い
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
そ

の
す
べ
て
に
つ
い
て
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
そ
こ
で
働
く
研
究
者
の
数
に
つ
い
て

は
把
握
さ
れ
て
い
る
。
図
２
に
そ
れ
を
示
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
学
研
都
市
で
は
か
な

り
多
く
の
研
究
者
が
働
い
て
い
る
こ
と
や
、

そ
の
数
は
一
貫
し
た
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

な
ど
が
確
認
で
き
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
良
好

な
実
績
は
い
か
よ
う
に
し
て
達
成
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

学
研
都
市
に
お
け
る
誘
致
活
動
は
、
複
数

の
主
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

国
や
省
庁
の
事
業
に
関
連
し
た
施
設（
７
）
や

規
模
の
大
き
な
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

関
経
連
や
府
県
が
主
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

一
方
、
比
較
的
小
規
模
な
企
業
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
主
と
し
て
府
県
や
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
な
ど
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

図１　学研都市における立地企業数の推移

図２　学研都市で働いている研究員
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所
有
す
る
土
地
を
売
却
す
る
と
い
う
形
で

行
っ
て
い
る
。
ま
た
府
県
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
学
研
都
市
へ
の
進

出
が
期
待
さ
れ
る
企
業
を
特
定
し
、
そ
れ
ら

に
対
し
て
「
営
業
」
を
展
開
す
る
と
い
う
。

要
す
る
に
、
こ
ち
ら
か
ら
学
研
都
市
へ
の
進

出
が
考
え
ら
れ
る
企
業
に
出
向
く
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
進
出
し
て
く
れ
る
よ
う
能
動
的
に

働
き
か
け
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
く
わ
え
、
学
研
都
市
へ
進
出
し

て
き
た
企
業
に
対
し
て
は
、
国
の
税
制
上
・

金
融
上
の
支
援
措
置
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

税
制
上
の
措
置
と
し
て
は
、
法
人
税
、
事
業

所
税
、
不
動
産
取
得
税
そ
れ
に
固
定
資
産
税

に
係
る
優
遇
措
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
融
上

の
措
置
と
し
て
は
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
等

に
よ
り
長
期
低
利
の
政
策
融
資
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
以
降
「
文
化
学
術
研

究
施
設
」
や
「
文
化
学
術
交
流
施
設
」
と
い
っ

た
学
術
・
研
究
関
連
施
設
に
く
わ
え
、
生
産

施
設
等
の
立
地
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
進
出
を
検
討
し
て
い

る
企
業
、
と
り
わ
け
中
堅
以
下
の
企
業
で
は
、

学
術
・
研
究
施
設
と
生
産
施
設
を
別
々
に
所

有
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
む
し
ろ
両

方
が
一
体
と
な
っ
た
施
設
を
所
有
し
て
い
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
っ
た
事
情
が

あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
生
産
施
設
の
立
地
が

認
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
進
出
し
た
く
と
も

し
よ
う
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
企
業
側
の
事
情
は
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
な
ど
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
か
ら
推
進
機
構
へ
と
寄
せ
ら
れ
始
め
た
。

次
い
で
、
推
進
機
構
理
事
長
や
関
経
連
さ
ら

に
は
市
町
も
生
産
施
設
の
立
地
に
同
意
・
賛

成
し
た
こ
と
も
あ
り
、
立
地
企
業
の
条
件
を

定
め
て
い
る
府
県
は
こ
れ
ら
の
意
見
に
従
い

生
産
施
設
の
立
地
を
も
許
可
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

学
研
都
市
に
お
け
る
立
地
企
業
数
の
増
加

と
そ
れ
に
伴
う
雇
用
者
数
の
増
加
は
、
以
上

の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
取
り
組
み
の
特
徴
と
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た

役
割
を
担
い
つ
つ
も
、
企
業
誘
致
と
い
う
共

通
の
目
標
に
向
か
っ
て
協
働
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
綿
密

な
組
織
間
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
な
さ
れ

た
上
で
、
誘
致
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
指
摘
で
き
る
。

さ
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
（
雇
用
）
開
発
に

お
い
て
は
内
発
的
な
雇
用
創
出
が
期
待
さ
れ

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
雇
用
創
出
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
。
内
発
的
雇
用
創
出
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
当
初
よ
り
認
識
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
立
地
企
業
数
が
増
え
て
き
た
近

年
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
た
。
現
在
、
推
進
機
構
理
事
長
で

あ
り
関
経
連
副
会
長
で
あ
る
立
石
義
雄
氏
は
、

研
究
を
産
業
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
こ

の
指
摘
を
踏
ま
え
、
推
進
機
構
、

関
経
連
そ
れ
に
三
府
県
が
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
け
い
は
ん
な
新
産

業
創
出
・
交
流
セ
ン
タ
ー
（
以
下

で
は
交
流
セ
ン
タ
ー
と
呼
ぶ
こ
と

と
す
る
＝
写
真
）
が
二
〇
〇
五
年

に
設
立
さ
れ
た
。

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
関
係
機
関

や
大
学
と
の
連
携
体
制
の
構
築
、

学
術
研
究
の
成
果
を
新
産
業
の
創

出
に
結
び
付
け
る
た
め
の
優
れ
た

研
究
成
果
の
事
業
化
、
企
業
活
動

の
環
境
整
備
、
そ
れ
に
技
術
面
・

人
材
面
で
の
支
援
な
ど
の
様
々
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て

内
発
的
な
雇
用
創
出
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
〇
六

年
に
は
関
経
連
を
母
体
と
し
新
産
業
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
ア
イ
・
ア

イ
・
エ
ス
（
新
事
業
創
出
機
構
）
と
統
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
同
機
構
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
、一
層
の
機
能
強
化
・

事
業
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
か
ら
は
、
関

連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
を
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
研
究
か
ら
新
た
な
産
業
を
生
み

出
そ
う
と
す
る
努
力
が
看
取
で
き
る
が
、
果

た
し
て
内
発
的
雇
用
創
出
は
ど
の
程
度
進
ん

で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
で
触
れ
た
よ
う

に
、
一
定
程
度
の
企
業
集
積
が
済
み
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
内
発
的
雇
用
創
出
策
が
本
格
的

に
取
り
組
ま
れ
始
め
た
の
が
ご
く
最
近
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
さ
ほ

ど
進
ん
で
い
な
い
と
い
え
る
。
学
研
都
市
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、「
孵
化
（
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
↓
助
走
期
間
↓
独
立
」

と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
て
い
る
が
、

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
独
立
し
た
企
業
は
今

の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
研
究
か
ら
事
業
化
へ
の
流
れ
を
確
立

し
て
く
た
め
に
は
、
研
究
シ
ー
ズ
に
関
す
る

目
利
き
の
存
在
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
企
業
Ｏ

Ｂ
の
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
目
利
き
に

な
っ
て
も
ら
い
、彼
ら
の
長
年
に
亘
る
知
識
・

経
験
、
幅
広
い
人
脈
を
生
か
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
活
動
に
も
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

以
上
か
ら
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
に
伴

う
内
発
的
雇
用
創
出
は
一
朝
一
夕
に
実
現
し

得
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い
期
間
を
必
要
と

す
る
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

さ
て
、
本
項
で
は
関
西
文
化
学
術
研
究
都

市
建
設
促
進
法
施
行
後
に
お
け
る
学
研
都
市

の
歩
み
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
次
項
で
は
、

交流センターがあるけいはんなプラザ
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こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
す
る
。

（
３
）　

学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

の
ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
は
、
学
研
都
市
に

お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
は
比
較
的
順
調

に
進
展
し
て
い
る
こ
と
、
延
い
て
は
雇
用
創

出
も
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
背
後
に
潜
む
要
因

に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
ど
の
よ
う

な
結
果
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
関
係
性
が
こ

の
ま
ま
で
は
や
や
漠
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
以
下
で
は
、
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
の
整

理
を
試
み
る
。
図
３
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

を
要
因
と
結
果
に
注
目
し
て
整
理
・
要
約
し

た
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
そ
も
そ
も
壮
大
な
ク
ラ
ス
タ
ー

型
開
発
が
実
施
で
き
た
の
は
、
学
研
都
市
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
財
源

を
確
保
で
き
た
た
め
だ
と
指
摘
で
き
る
。
ま

た
、
構
想
か
ら
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

移
行
を
実
現
し
得
た
の
は
、
産
学
官
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
、す
な
わ
ち
効
率
的
な
分
業
・

協
働
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
い
え
る
。
さ
ら

に
は
、
産
学
官
連
携
を
実
現
で
き
た
の
は
、

河
野
氏
の
多
岐
に
わ
た
る
人
脈
、
絶
大
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
そ
れ
に
高
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
能
力
に
因
る
部
分
が
大
き
い
と
い
え

る
。第

二
に
、
学
研
都
市
に
お
け
る
良
好
な
雇

用
創
出
状
況
は
、
外
発
的
雇
用
創
出
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
外
発
的
雇
用
創

出
を
促
し
て
い
る
の
は
、
組
織
間
で
の
効
率

的
な
分
業
・
協
働
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
効

率
的
分
業
・
協
働
を
可
能
と
し
て
い
る
の
は
、

推
進
機
構
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
で

あ
る
と
い
え
る
。

第
三
に
、
地
元
経
済
団
体
た
る
関
経
連
の

活
躍
は
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
対

し
て
有
益
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
関
経
連
の
活
躍
に
よ
り
、
行
政
の
垣

根
を
超
え
た
活
動
が
で
き
て
い
る
こ
と
や
共

通
し
た
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
関
経
連

に
よ
る
人
的
援
助
や
資
金
援
助
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い

え
る
。

な
お
、
第
一
の
指
摘
に
関
連
し
、
学
研
都

市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
と
は
い
え
、
地
元
経
済
界
や
学
界
な

ど
の
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
か
ら
発
案
さ
れ
、

そ
れ
を
国
が
援
助
す
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
現

在
に
至
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
と
い
う
点
も

見
逃
せ
な
い
。
要
す
る
に
、「
地
元
か
つ
民
間

主
導
」
の
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
え
る

こ
と
か
ら
、
十
分
に
地
域
の
実
情
を
反
映
し

た
上
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
良

好
な
事
業
展
開
と
雇
用
創
出
を
支
え
て
い
る

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
続
い
て
、
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
今
後
克
服
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
も

ま
と
め
た
い
。
ま
ず
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発

に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
内
発
的
雇
用
創
出
を

い
か
に
し
て
促
進
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現

時
点
に
お
け
る
雇
用
創
出
は
外
発
的
雇
用
創

出
に
依
存
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
内
発
的

雇
用
創
出
は
ほ
と
ん
ど
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
組
織
間
で
の
意
見
調
整
を
経
て
交

流
セ
ン
タ
ー
が
近
年
設
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
内
発
的
雇
用
創
出
は
今
後
実
現
し

て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

他
の
課
題
と
し
て
は
、
進
出
企
業
が
求
め

る
人
材
を
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
す
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
人

材
確
保
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
進
出
を

検
討
し
て
い
る
企
業
が
求
め
る
重
要
な
要
件

と
い
え
る
た
め
で
あ
る
。
学
研
都
市
内
に
は
、

多
く
の
大
学
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
学
校

の
卒
業
生
は
東
京
な
ど
へ
の
就
職
を
希
望
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
種
の
課
題
を
克
服

す
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
高

校
生
に
対
す
る
進
路
指
導
時
に
、
就
職
先
と

し
て
学
研
都
市
内
の
企
業
を
紹
介
し
て
も
ら

う
な
ど
の
試
み
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

図３　学研都市プロジェクトの流れとプロジェクトを推進するメカニズム
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ま
た
、
学
研
都
市
で
集
積
が
図
ら
れ
て
い

る
施
設
は
、
特
定
の
産
業
に
属
し
た
も
の
に

限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
り
デ
メ
リ
ッ
ト
で

も
あ
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
多
様
な
産
業

を
集
積
さ
せ
得
る
と
い
う
意
味
で
は
メ
リ
ッ

ト
と
い
え
る
が
、
学
研
都
市
の
特
徴
・
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
づ
ら
く
し
て
い
る

と
い
う
意
味
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。　

な
お
、
学
研
都
市
の
建
設
作
業
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
四
割
程
度
し
か
済
ん
で
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
今
後
も
建
設
作
業
を
推
し
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

３
．
結　

語

本
研
究
は
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に

お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
を
雇
用
創
出
に

注
目
し
つ
つ
調
査
・
分
析
し
て
き
た
。
結
果

で
あ
る
が
、
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多

く
の
雇
用
機
会
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
背
後
に
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
潜
む
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
知
見

を
踏
ま
え
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
に
よ
る
地

域
雇
用
創
出
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
試

論
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
ク
ラ
ス
タ
ー
型

開
発
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
財
源
の
確
保

が
重
要
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
学
研

都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
進
行
中
の
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
の

多
く
も
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
生
事
業
あ
る
い

は
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
な
ど
の
国
が
実
施

す
る
事
業
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
今
後
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
地
域
は
、
こ
の
種
の

事
業
を
巧
み
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
財
源

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
肝
要
か
と
思
わ
れ
る
。

国
な
ど
の
支
援
な
く
し
て
、
小
さ
な
自
治
体

が
単
独
で
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
を
実
施
す
る

こ
と
は
困
難
と
い
え
る
。

ま
た
、
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
順
調

に
進
捗
し
て
い
る
背
景
に
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
る
こ
と
に
よ
り
、

産
学
官
と
い
っ
た
組
織
間
で
の
連
携
が
強
化

さ
れ
、
効
率
的
な
分
業
・
協
働
が
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
に
お
い
て
可
能
と
な
っ
て
い
た
と
い

え
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
関
連
組
織
の
内
実
そ
れ
ぞ
れ
を
十

分
に
理
解
し
た
者
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ

る
。
学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の

役
割
を
河
野
氏
が
当
初
務
め
、
そ
の
後
推
進

機
構
が
継
承
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
河
野
氏

の
よ
う
に
極
め
て
優
れ
た
能
力
を
持
っ
た
人

材
が
確
保
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
確
保
し
得
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
推
進
機
構
の
現
在
の
職
員

は
、
関
経
連
、
府
県
そ
れ
に
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
か
ら
の
出
向
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
関
連
組
織
か

ら
人
材
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
、
推
進
機
構

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
の
源
と
な
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
移
を
見
れ

ば
わ
か
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
開
発
に

は
か
な
り
長
い
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
種
の
開
発
を
行

お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
短
期
的
な
成
果
が

十
分
に
は
期
待
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
承
知
し
て
お
く
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

反
面
、
開
発
が
上
手
く
い
け
ば
、
か
な
り
の

量
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
え

る
。な

お
、
ク
ラ
ス
タ
ー
型
雇
用
開
発
の
み
な

ら
ず
、
複
数
の
地
域
を
ま
た
い
だ
雇
用
創
出

政
策
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
行
政

の
垣
根
を
取
り
払
う
こ
と
や
共
通
の
目
標
に

向
か
っ
て
共
に
邁
進
で
き
る
よ
う
取
り
計
ら

う
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
学
研
都
市
に

お
い
て
は
、
関
経
連
の
活
躍
に
よ
り
こ
れ
ら

の
こ
と
が
実
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、

地
元
経
済
団
体
な
ど
地
域
全
体
の
利
益
に
関

心
を
払
っ
て
い
る
組
織
の
協
力
を
要
請
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

学
研
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
地
元
か
つ
民

間
」
主
導
で
あ
る
が
た
め
に
地
域
の
実
情
を

十
分
に
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
、
そ

の
こ
と
が
良
好
な
事
業
展
開
に
繋
が
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
こ

の
点
も
、
様
々
な
地
域
雇
用
政
策
を
実
施
す

る
上
で
注
目
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い（
８
）。

〔
注
〕

１ 

．
本
研
究
は
、
大
谷
・
井
川
（
二
〇
〇
八
）
を
短
縮
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
詳
細
な
議
論
に

つ
い
て
は
同
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２ 

．
木
津
町
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
に
山
城
町
、
加
茂
町

と
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
木
津
川
市
と
な
っ
た
。
な
お
、

木
津
川
市
の
う
ち
学
研
都
市
に
属
す
る
エ
リ
ア
は
旧
木

津
町
エ
リ
ア
の
み
で
あ
る
。

３ 
．
な
お
、
河
野
氏
は
故
人
で
あ
る
た
め
、
彼
に
対
す
る

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

４ 

．
二
〇
〇
八
年
二
月
一
五
日
現
在
。
な
お
、
推
進
機
構

の
残
り
の
職
員
九
人
は
、
府
県
か
ら
の
出
向
者
四
人
、

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
か
ら
の
出
向
者
三
人
、

そ
れ
に
プ
ロ
パ
ー
職
員
二
人
か
ら
成
る
。

５ 

．
関
経
連
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
民
間
主
導
な
ら
で
は
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

６ 

．
本
項
の
記
述
は
、
推
進
機
構
お
よ
び
け
い
は
ん
な
新

産
業
創
出
・
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
な

ら
び
に
こ
れ
ら
組
織
よ
り
提
供
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い

て
い
る
。

７ 

．
全
立
地
企
業
の
う
ち
、
三
割
程
度
で
あ
る
（
二
〇
〇

七
年
時
点
）。
つ
ま
り
、
残
り
の
七
割
は
民
間
企
業
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
同
じ
学
研
都
市
で
あ
っ
て
も
、
国

の
調
査
・
研
究
機
関
を
主
と
し
て
集
積
さ
せ
て
い
る
筑

波
研
究
学
園
都
市
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。

８ 

．
近
年
の
地
域
雇
用
創
出
に
お
い
て
は
、
国
が
画
一
的

な
事
業
を
各
地
域
で
実
施
す
る
（
さ
せ
る
）
の
で
は
な

く
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
雇
用
政
策
を
地
域
自
身

に
提
案
さ
せ
、
そ
れ
を
国
が
支
援
す
る
と
い
っ
た
形
態

も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て
い

る
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
（
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）

が
そ
れ
に
当
た
る
。
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